
13 参加者名簿 

第 11 期こども審査員 

（こうちこどもファンド 

フォーラム司会者） 

第３期～第 11 期こども審査員 増田
ま す だ

 光
みつ

祥
よし

 

第５期～第 11 期こども審査員 青木
あ お き

 晴
はる

楓
か

こども審査員 OB・OG 

パネリスト 

第２期～第４期こども審査員 家
け

古谷
ご や

 優
まさる

第３期～第９期こども審査員 田部
た べ

 祥一
しょういち

朗
ろう

 

第６期～第７期こども審査員 吉本
よしもと

 
れい

怜 

第３期～第５期こども審査員 大原
おおはら

 弘
ひろ

靖
やす

 

第３期～第９期こども審査員 森本
もりもと

 向日葵
ひ ま り

 

活動団体こども 

パネリスト 

AOYAGI 地域盛り上げ隊 
近森
ちかもり

 蒔
ま

南
な

田岡
た お か

 夕
ゆ

良
ら

久重 natural チーム 
橋詰
はしづめ

 倖奈
ゆ き な

 

武林
たけばやし

 青海
う み

 

Différent 
瀧本
たきもと

 心
ここ

響
ね

上田
あ げ た

 こまち 

土佐女子おれんじ flowers 
酒井
さ か い

 なつみ 

小松
こ ま つ

 愛
あい

 

寄附者 

パネリスト 

株式会社片岡電気工事 専務取締役 片岡
かたおか

 誉
たか

文
ふみ

 

株式会社若竹まちづくり研究所 渡辺
わたなべ

 仁
ひと

志
し

株式会社高南メディカル 代表取締役社長 宮本
みやもと

 高憲
たかのり

 

大人サポーター 

パネリスト 

久重 natural チーム 武林
たけばやし

 由希子
ゆ き こ

 

AOYAGI 地域盛り上げ隊 植田
う え た

 歩依
あ い

 

土佐女子おれんじ flowers 下村
しもむら

 真知子
ま ち こ

 

旭地区防災プロジェクト 秋山
あきやま

 和久
かずひさ

 

市関係者 

パネリスト 

高知市長 岡
おか

﨑
ざき

 誠也
せ い や

 

教育委員会教育長 松下
まつした

 整
せい

 

商工観光部副部長 山脇
やまわき

 弘道
ひろみち

 

市民協働部長 谷脇
たにわき

 禎也
よ し や

 

Special Thanks！ 
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14 高知市まちづくり活動検討委員会委員名簿 一覧 

№ 氏  名 所 属 等 

1 

ウヅキ モリオ ・早稲田大学 社会科学総合学術院 教授 

・平成 24 年度～高知市子どもまちづくり基金助成金交

付審査委員会 大人審査委員長 
卯月 盛夫 

2 

オザキ アキヒト ・ＮＰＯ高知市民会議 プロジェクトマネージャー 

・平成 26 年度～高知市子どもまちづくり基金助成金交

付審査委員会 委員 
尾崎 昭仁 

3 

キタヤマ メグミ 
・高知工業高等専門学校 ソーシャルデザイン工学科 

准教授 北山 めぐみ 

4 

タケザキ ユウコ ・高知市教育委員会 学校教育課 学力向上推進員 

・令和元年度「土佐山宣隊　６ネンジャー」  

大人責任者 
竹﨑 優子 

5 

タケバヤシ ユキコ 

・平成 30 年度～久重 natural チーム 大人責任者 
武林 由希子 

6 

タベ ミソラ ・高知大学教育学部 地域協働学部 

・平成 25 年度 こども審査員 

・平成 26・27 年度「～Food Treasure Hunter 

In Namegawa！～」こども代表者 

田部 未空 

7 

ツチハシ ヒロシ 

・公益財団法人 高知新聞厚生文化事業団 専務理事 
土橋 宏史 

8 

ハタケナカ ヨウコウ 

・こうちこどもファンドアドバイザー 
畠中 洋行 

9 

フジタ キヨミ 

・高知市小中学校ＰＴＡ連合会 事務局長 
藤田 清美 

10 

ヤマサキ ヒデタカ 

・高知市こども未来部長 
山﨑 英隆 
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学識 

市民活動 

学識 

市民活動 

市民活動 

市民活動 

市民活動 

市民活動 

市民活動 

本市職員 





資料編 

・高知市子どもまちづくり基金条例 

・高知市子どもまちづくり基金助成金交付要綱 

・令和４年度活動発表会アンケート結果 

・寄附者一覧

・「こどもファンド通信」第37号 （令和４年５月発行）

・「こどもファンド通信」第38号 （令和４年８月発行） 

・「こどもファンド通信」第39号 （令和４年12 月発行）

・「こどもファンド通信」第40号 （令和５年２月発行） 
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高知市子どもまちづくり基金条例 

(平成 24年４月１日条例第 23号) 

（設置） 

第１条 子どもたちが主体となって取り組む子どもまちづくり活動を推進することにより、本市の将来を担う人材

の育成を図るとともに、本市におけるまちづくり活動を活性化させるため、高知市子どもまちづくり基金（以下

「基金」という。）を設置する。 

（基金の積立て） 

第２条 基金として積み立てる額は、一般会計歳入歳出予算で定める。 

２ 基金をより効果的に運用するため、基金の設置目的に沿う市民又は法人その他の団体の寄附金は、前項

の積立額に充てることができる。 

（管理） 

第３条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しなければなら

ない。 

２ 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができる。 

（運用益金の処理） 

第４条 基金の運用から生ずる収益（以下「運用益金」という。）は、一般会計歳入歳出予算に計上して、基金

の設置目的を達成するために行う事業の経費に充てるものとする。 

２ 前項に定める事業の経費に充当したものを除き、運用益金は、一般会計歳入歳出予算に計上して、基金に

積み立てる。 

（処分） 

第５条 市長は、基金の設置目的を達成するため必要があると認めるときは、一般会計歳入歳出予算の定め

るところにより、基金の全部又は一部を処分することができる。 

（繰替運用） 

第６条 市長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間及び利率を定めて、基金に属

する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。 

（委任） 

第７条 この条例の施行について必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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高知市子どもまちづくり基金助成金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は，高知市子どもまちづくり基金条例（平成24年条例第23号）第１条に規定する基金の設置目的を

達成するため，高知市子どもまちづくり基金助成金（以下「助成金」という。）を交付することについて，補助金等の

交付に関する条例（昭和29年条例第19号）に定めるもののほか，必要な事項を定めるものとする。 

（助成対象団体） 

第２条 助成金の交付の対象となる団体（以下「助成対象団体」という。）は，次に掲げる要件のすべてを満たす団体

とする。 

⑴ 本市に在住又は通勤若しくは通学している18歳以下の子どもが３人以上いること。

⑵ 団体の責任者及び監査として，20歳以上の大人が２人以上いること。

⑶ 活動の目的が明らかであり，当該助成に係る事業を自主的に行えるものであること。

⑷ 複数の世帯で構成される団体であること。

⑸ 過去に，同一の事業についてこの要綱に基づく助成金の交付を３回以上受けていないこと。

⑹ 団体の運営に関する規約，会則等を定めており，適切な会計処理が行われていること。

２ 前項の規定にかかわらず，助成対象団体が，高知市事業等からの暴力団の排除に関する規則（平成23年規則

第28号。以下「規則」という。）第４条各号のいずれかに該当すると認める場合は，助成金の交付の対象としない。 

（助成対象事業） 

第３条 助成金の交付の対象となる事業（以下「助成対象事業」という。）は，本市内において，子どもが主体となって

取り組むまちづくり活動に係る事業とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，次に掲げる活動は助成対象事業としないものとする。 

⑴ 営利を目的とする活動

⑵ 宗教的又は政治的な活動

⑶ 学校の授業の一環として行う活動

（助成対象経費） 

第４条 助成金の交付の対象となる経費（以下「助成対象経費」という。）は，助成対象団体が行う助成対象事業に

要する経費とする。 

（助成金額） 

第５条 助成金額は，助成対象経費の額を限度として予算の範囲内において，市長が認める額とする。 

（助成金の交付申請） 

第６条 助成対象団体は，助成金の交付を受けようとするときは，助成金交付申請書（様式第１号）に，必要書類を

添えて，市長に申請しなければならない。 

（助成金の交付決定） 

第７条 市長は，前条の申請があったときは，その内容を審査し，助成金の交付の可否を決定し，適当と認めたとき

は助成金交付決定通知書（様式第２号）により，適当でないと認めたときは所定の助成金交付却下通知書により

当該申請をした助成対象団体に通知するものとする。 

２ 市長は，助成金の交付決定に際し，必要な条件を付することができる。 

（交付申請の取下げ） 

第８条 前条第１項の規定により助成金の交付決定を受けた助成対象団体（以下「助成事業者」という。）は，その内

容又はこれに付された条件に不服があり，交付申請を取り下げようとするときは，当該交付決定の通知を受けた

日から２週間以内に，その旨を所定の助成金交付申請取下届出書により市長に届け出るものとする。 

２ 前項の規定による申請の取下げがあったときは，当該申請に係る助成金の交付決定はなかったものとみなす。 

（変更承認等） 

第９条 助成事業者は，助成金の交付決定を受けた事業（以下「助成事業」という。）について，事業内容を変更し，

中止し，又は廃止しようとするときは，あらかじめ助成事業変更等承認申請書（様式第３号）により，市長に申請し，

その承認を受けなければならない。 

２ 市長は，前項の申請があったときは，速やかにその内容を審査し，変更等の可否を決定し，所定の助成事業変

更等承認（否認）通知書により当該申請をした助成事業者に通知するものとする。 

（実績報告） 

第10条 助成事業者は，助成事業が完了したときは，速やかに実績報告書（様式第４号）に，関係書類を添えて市長

に報告しなければならない。 

（助成金額の確定） 
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第11条 市長は，前条の報告があったときは，速やかにその内容を審査し，助成事業の成果が助成金の交付決定

の内容及びこれに付した条件に適合すると認めたときは，交付すべき助成金額を確定し，助成金額確定通知書

（様式第５号）により助成事業者に通知するものとする。 

（助成金の交付請求及び交付） 

第12条 助成事業者は，前条に規定する助成金額の確定通知を受けたときは，助成金交付請求書（様式第６号）に

より市長に助成金の交付を請求するものとする。 

２ 市長は，前項の請求があったときは，速やかにその内容を審査し，適当と認めたときは，助成金を交付するもの

とする。 

（助成金の概算払） 

第13条 市長は，助成事業について必要があると認めるときは，助成金の概算払をすることができる。 

２ 助成事業者は，概算払を受けようとするときは，助成金概算払請求書（様式第７号）により，市長に請求しなけれ

ばならない。 

（助成金の交付決定の取消し） 

第14条 市長は，助成事業者が次の各号のいずれかに該当したときは，助成金の交付決定を取り消すことができ

る。 

⑴ 偽りその他不正の手段により助成金の交付を受けたとき。

⑵ 規則第４条各号のいずれかに該当することとなったとき。

⑶ 助成金を助成事業の目的以外に使用したとき。

⑷ 助成事業の実施方法が不適当と認められるとき。

⑸ 助成事業を中止又は廃止したとき。

⑹ 前各号に掲げるもののほか，助成金の交付決定の内容又はこれに付した条件その他この要綱に基づく命令に

違反したとき。 

２ 前項の規定は，助成事業について交付すべき助成金額の確定があった後においても適用があるものとする。 

３ 市長は，第１項の規定による取消しをしたときは，所定の助成金交付決定取消通知書により，助成事業者に通知

するものとする。 

（助成金の返還） 

第15条 市長は，前条第１項の規定に基づき助成金の交付決定を取り消した場合において，助成事業の当該取消

しに係る部分に関し，既に助成金を交付しているときは，期限を定めて，その返還を命じなければならない。 

２ 市長は，助成事業者に交付すべき助成金額を確定した場合において，既にその額を超える助成金を交付してい

るときは，期限を定めて，当該確定した助成金との差額の返還を命じなければならない。 

（調査等） 

第16条 市長は，助成事業の適正な執行を確保するために必要な限度において，助成事業者に対し，書類の提出

若しくは報告を求め，又は必要な調査をすることができる。 

（整備保管） 

第17条 助成事業者は，助成事業に係る帳簿及び関係書類を整備するとともに，助成事業の完了した日の属する

年度の翌年度から起算して５年間保管しなければならない。 

（その他） 

第18条 この要綱に定めるもののほか，助成金の交付に関し必要な事項は，市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は，平成24年４月１日から施行する。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は，令和３年11月18日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要綱による改正前の高知市子どもまちづくり基金助成金交付要綱の規定に基づく様式は，この要綱による改

正後の高知市子どもまちづくり基金助成金交付要綱の規定に基づく様式にかかわらず，当分の間，なお使用する

ことができる。 
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令和４年度活動発表会 【一般来場者アンケート結果】 
アンケート回答数：12人 

問１ 活動発表会について何で（どこで）知りましたか。（複数回答） 

① 市ホームページ

② あかるいまち

③ こどもファンド通信

④ フェイスブック

⑤ 活動団体、審査員からのお知らせ

⑥ 学校からのお知らせ

⑦ 知人・友人からの紹介

⑧ その他

問２ 活動発表会に来た目的は何ですか。（複数回答） 

① 応募した子どもの関係者であるため

② こども審査員の関係者であるため

③ こどもの活動のことに興味があるため

④ まちづくりに興味があるため

⑤ その他

問３ 活動発表会についてどのような印象を持ちましたか。また、進め方についてご意見をお聞かせ

ください。 

・自主的な運営がとてもよかったです。 

・審査員 OB・OG が本日の進行役に関わっていると聞きました。 

・社会活動に関われることで自身の視野も広がると思います。 

・楽しい 

・子供達がキラキラしていてステキでした。 

・どの団体も活発に活動されていて子どもの未来が明るいものだと感じました。 

・こども達のあいさつ、質問への対応等すばらしかったです。こども OB・OG が進行等に関わって 

いる姿がすばらしく成長を感じさせられました。 

・コロナの中で全ての団体が頑張って活動できていてすばらしかったです。今回 OB・OG の皆の力 

もあってとても良かったと思います。発表の時間があっという間でした。  

・こどもファンドを通して、子どもが成長している。OB・OG として進行役がすばらしかった。 

・とても良く練られたプログラムで、活動した子どもたちにとって、活動をふり返り、他者の活動 

を学び、次につなげるための意欲を醸成していく機会になっていると感じました。OB・OG によ 

②0％
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る進行も、会場にあたたかみがあり、よかったです！ 

・運営に OB・OGが関わったのはよかったと思います。各団体の活動内容も、レベルアップされて 

きていると感じました。 

問４ こうちこどもファンド制度について、ご意見をお聞かせください。 

・学校生活だけではできない体験が積み重なっています。 

・他の自治体にも広まってほしい。 

・この様な取組がある事を初めて知りました。私たちの地域で、どの様な形で取組が出来るかを考 

えたいと思います。 

・明るい。 

・とてもステキですね 高知はいいですね。 

・とても良い制度だと思います。自分の地域でもとり入れる事ができればと切に思いました。 

10 年の積み上げは、やはりすばらしいと思います。 

・とてもよい制度なので、もっと沢山の人に知ってもらいたいです。 

・活動期間 3 年はちょうど良いと思います。一つの形に仕上がると思います。 

・すばらしい仕組みです。高知県内でも、もっと普及するとよいなと思います！ 

令和４年度活動発表会 【発表団体向けアンケート結果（対象：子ども）】 

アンケート回答数：34 人 

問１ 発表はうまくできましたか。      問２ 活動を終えた今の気持ちにあてはまるも 

のは。 

問３ グループワークをやってみて、   問４ 活動をとおして自分が成長したと感じますか。

どう感じましたか？  

あんまりうまく 

出来なかった 3％ 
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・発表し終わった時、すっごく気持ちよかった。 

・今までになかった団体活動を行い、自己を見つめ直す、良い機会になりました。苦手な事の方

がよく見つかりましたが。他の団体のプレゼンを聞いて、クセがあるものが多く、自分の学校で

の活動でも使えそうです。 

・他のグループの発表を聞いて、今後、自分たちの活動で生かせそうなこと、たとえば地域の人と

ゴミ拾いをスポゴミみたいにしたり、ネットやチラシなどで呼びかけたりすることはできると思

うので取り入れてみようと思いました。 

・知らなかったことを知れるし、他の人との関わりをもてるところが楽しいなと思いました。 

・練習の時より大きくしゃべれました。 

・あらためて他のチームから、いろいろなことを学んで来年私たちのグループで活かせそうだな 
と思いました。 

・色んなグループの活動を見ることができて良かったです。 

・発表の前、すごくどきどきしていましたが、上手にできてよかったです。 

・今年も、みんなとたくさんのことが出来て良かったです。まちづくりのために、町からはホタル

を見に来てくれたりして良かったです。 

・どきどきしたけどちょっとだけうまくいった。久重の魅力を伝えられた。 

・いろんな人と交流できて楽しかった。3 ヶ年計画にすることでより幅広い活動ができたし、その

中で「防災」に焦点を当てることでより深い。 

・意見交流、質問の際に無言になっている場面が多々あった。発表側は不安になってしまうため、

事前質問などがあればよいと思った。活動できて楽しかった。 

・本日は本当にありがとうございました。今年度の活動発表会はガラッと雰囲気が変わり、交流

TIME では様々な方が動いてたくさんの団体に積極的に声がけをしていて、賑やかだなという印

象を受けました。是非これからも、このような時間を設けてほしいと思うくらい、楽しかったで

す。私個人の意見としては、もう少し時間を長くしてもらっても良いかなと思いました。今回の

活動発表会は緊張よりも楽しいが勝ち充実した発表会になりました。集計お疲れ様でした。 

・みなさんとてもきれいに発表していて、分かりやすかったり興味をひかれたりすごかったです。 

質疑応答が上手にできなかったので、改善したいです。他のチームの活動を知れて、いい機会に

なりました。 

・私は中学 3 年生で、先輩方の活動されている背中を少しだけ支えているだけでしたが、地域に何

をするのがいいのか、考えた一年でした。多くの事を学べて成長できました！ 

・こういう経験をできて凄く嬉しいです。みんなの「良い町づくり」のためにやってきた活動はと

ても素敵です。 

・今年度は前回に比べ計画がしっかりしていたので まだまだ足りない所は多いですが前回と比べ

ると成長できていると感じます。 

・お金を使うことができるので、活動に積極的というかアクティブなものを取りこめた。他のグル

ープのそんな姿を見られる貴重な機会で、とても楽しかったし参考になりました！ 

・まず出てくる言葉が「楽しかった」ということです。こどもが計画から実践まで自分たちで作り

出すということが初めてで、自分の成長も感じられる活動になりました。 
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問５ こどもファンドで活動した感想や、今日の発表会の感想を自由に書いてください。 



・自分達の活動に一点集中だったため、他の活動を薄くしか知らなかったので、今日の発表会は、

前々から楽しみにしていました。予定していた活動通りに実行できるか、自分の班も他の班も心

配していましたが、そんな心配する必要もなく、各々が一生懸命に目標に向かって頑張っていて

凄かった！来年からは他チームの活動にも参加して仲良くなりたいと思う。 

・他のチームから参考にできることもたくさんあって、活動してる者同士までリーフレットを配り

合ったり交流したりできて、本当にたのしかった。 

・たくさんのチームが多くの視点を用いて多くの物事をとらえ、工夫を凝らしていたので見ていて

楽しかった。活動をしていて多くの人と関わり、コミュニケーションスキルが身についたと考え

ています。 

・ボランティア活動を発展させた、よりいい活動ができていて、良かったです。 

・活動を通して地域の人、他グループの人、大学生の人などたくさんの人と関わることができまし

た。また、イベントにも多くの人に参加していただいたことが何よりも嬉しかったです！発表

会をとおして、他グループの活動を知ることができ、私たちも参考にしたいと学べるところが

たくさんありました。 

・いろんなグループの発表が聞けて、たくさんの学びがあったし、参考にしたいものもたくさんあ

りました。今回の活動発表会は、とても良い経験となりました。 

・色んな団体の発表が見られるというのは本当に楽しくて、学びにつながりました。活動で培った

つながりも、今後大事にしていきます！ 

・参加してくれる地域の方が増えると、社会に貢献していると実感できた。 

・お互いの活動を知ることで今後の活動に活かせそうなことがみつかった。 

・とても楽しかったです。たくさんのチームの発表がわかったので、よかったです。 

・レベルの高いチームが多くて、気後れしましたが同時に自分ももっと活動したいという気持ちに

なりました。今回はチーム同士での情報交換や連携がたくさんあったので、来年度からもそれ

が普通になればいいなと思います。 

・活動を通して、様々な方々と関わり、コミュニケーションスキルが向上し、コミュニティを広げ

ることができた。それに加えて、今日の発表会では、他のグループと交流することができ、自分

たちに刺激を与えてくれた。今後、グループ同士での交流も深まっていくと良いなと感じた。 

・活動したことで、地域の方々と一緒に活動し、沢山の人と関われた。地域の方々に参加してもら

うということが難しく、苦戦した。この活動を通して、高知を良くしたいとより強く思った。ま

た、他のチームも、内容の濃いことを知って、久重や、旭っ子は元気にしたい！という思いがと

ても強く感じられた。 

・様々な人と交流することのできるいい機会になりました。 
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令和４年度活動発表会【発表団体向けアンケート（対象：大人サポーター）】 

アンケート回答数：6 人 

問１ こどもたちの発表はどうでしたか。  

・スムーズに進行がされていて良かった。 

・OB・OG が活躍しているのが良かった。 

・OB・OG が運営スタッフとして関わっていたり、この事業 

 の継続性が伝わってきました。 

・司会など、こども達がやっていてよかったです。 

問２ 今回の活動をとおしてこどもたちが成長したと感じますか。 

・毎回貴重な経験ができているため。 

・自主性が育たなかった。やりたいことを思いつく力はあるも  

のの、計画性と実行力が不足していることに言われるまで気付 

かない、改善がみられない。どうしたものか、悩みました。 

・自分たちだけで活動が完結するのではなく、同じ志をもつ団 

体や地域、NGO などの大人や大学生とつながり活動できたこ 

とで、自分たちの考えだけでなく、違う視点での意見もとり 

入れながら多角的に考える力が、身に付いたと思います。ま 

たアポイントメントを取ったり、協働でイベントを開催した 

りするなかで、コミュニケーション力も育ってきたと思います。1年間でたくさんの成長が見れ 

た活動でした。 

・計画性など。 

・こどもたちがこの 6 年間ですごく成長したと思いました。初めて参加したのが、小 6 で今では高

2 になり、たくましくなったと感じました。 

問３ こうちこどもファンドの制度についてご意見をお聞かせください。 

・自分がこどもの頃にこんな体験をできていれば、また違った世界もあったのかなと感じる程貴重

な体験ができています。 

・10 年経って、人が育っていることを強く感じました！ 

・ぜひ引き続き制度が続いていくことを希望します。 

・とてもよい制度ですので継続していってほしいです。 

・資金運用で大変ご迷惑をおかけしました。ボランティアではなかなかできないことを、このよう 

な制度があると幅が広がり、大変有意義だと思います。ぜひ他の自治体にも広がってほしいです。 

・この制度は、特殊で良いと思います。こどもたちもすごくやる気で参加できています。賞の発表

時にスクリーンに賞の名前を映すと良いと思います。 
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こうちこどもファンドへご寄附をいただいた皆さま 

令和５年３月 31 日時点 

企業・団体（50音順） 寄附年度

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 MS＆AD ゆにぞんスマイルクラブ様 Ｈ30・Ｒ４

ＩＤＥＡＬ設計　様 Ｈ30

旭環境スポーツ施設株式会社　様 Ｒ３

一般財団法人高銀地域経済振興財団　様 Ｈ26

伊東電氣有限会社　様 Ｈ30

入交道路施設株式会社　様 Ｒ１・２・３・４

医療法人仁栄会　島津病院　様 Ｈ25

ＶＥＲＴＥＣＨＮＯ株式会社　様 Ｒ１

内田塗料株式会社　様 Ｒ４

学校法人日翔学園　様 Ｒ１

和建設株式会社　様 Ｈ25

株式会社アルゴ　様 Ｒ３・４

株式会社アルファドライブ高知　様 Ｒ１

株式会社インターナカツ　様 Ｒ１

株式会社オーエス・エンジニアリング　様 Ｈ30・Ｒ４

株式会社開洋　様 Ｒ３・４

株式会社掛水環境研究所　様 Ｒ４

株式会社片岡電気工事　様 Ｈ24、Ｒ３・４

株式会社岸之上工務店　様 Ｈ25

株式会社国見開発工業　様 Ｒ３・４

株式会社黒岩設計　様 Ｒ４
株式会社ケンジン　様 Ｒ３
株式会社公職研 様 Ｈ25
株式会社コトブキ　様 Ｒ４
株式会社高知タマモ　様 Ｈ24
株式会社高知ビーフ　様 Ｈ30

株式会社高南メディカル　様 Ｈ30、Ｒ１・３・４
株式会社ＣＩＪほくでん　様 Ｒ１・３
株式会社シグマ設備設計室　様 Ｒ４
株式会社四国機電　様 Ｒ１・２
株式会社四国建設センター　様 Ｒ３

株式会社四国清掃工業　様 Ｈ24・26・28・29・30、Ｒ１
株式会社四国相互手形センター　様 Ｈ25
株式会社四国ポンプセンター　様 Ｈ24、Ｒ１・４
株式会社昌栄建設　様 Ｒ４
株式会社勝賀瀬建設　様 Ｒ４

株式会社照和建設　様 Ｒ４
株式会社シンゲン　様 Ｈ30、Ｒ１・２・３・４
株式会社シンテック　様 Ｈ24
株式会社西部技研　様 Ｈ30
株式会社セイミツ　様 Ｈ24

株式会社総合企画設計　様 Ｈ30・Ｒ４
株式会社双電社　様 Ｈ24
株式会社そーむ　様 Ｒ４
株式会社ダイセン　様 Ｒ３・４
株式会社タカチ測建　様 Ｈ30
株式会社津島工業　様 Ｒ３・４

株式会社常光電機　様 Ｒ３
株式会社道路交安　様 Ｒ４
株式会社永野基礎　様 Ｈ30、Ｒ２
株式会社響建設　様 Ｒ３
株式会社弘田電器　様 Ｒ３・４

株式会社豊栄電気工事　様 Ｈ27
株式会社松井ビル　様 Ｈ24・25

株式会社ヤマト電設　様 Ｒ３
株式会社ライフラインサービス　様 Ｒ３・４
株式会社リーブル　様 Ｒ４

株式会社若竹まちづくり研究所　様 Ｈ30、Ｒ１・３

企業組合高知中高年事業団　様 Ｒ４
紀和工業株式会社　様 Ｈ30
楠瀬ミシン商会 Ｒ４

企業・団体（50音順） 寄附年度

構営技術コンサルタント株式会社　様 Ｈ30
高知黒潮ライオンズクラブ　様 Ｈ25・26

高知市職員労働組合　様 Ｈ24
高知日野自動車株式会社　様 Ｒ４
高知市まちづくり未来塾　様 Ｈ26

高知重炭株式会社　様 Ｒ１
高知市旅館ホテル協同組合　様 Ｈ24
高知スタンダード石油株式会社　様 Ｈ24、Ｒ２・３
高知ビルメンテナンス協同組合 Ｒ４
高知県青年読売会　様 Ｈ26

高知日産プリンス販売株式会社　様 Ｒ３
高知プラントサービス株式会社　様 Ｒ１
高知南ライオンズクラブ　様 Ｈ24
高知民謡クラブ　様 Ｈ26
高知緑化建設株式会社　様 Ｈ30、Ｒ３
国際ロータリー第2670地区　様 Ｈ25

さくらハイヤーグループ　様 Ｒ１
三愛オブリカスタマーサービス株式会社 　様 Ｈ25・26・27・28・29・30、Ｒ1・２・３・４

三共工業有限会社　様 Ｈ24
四咲会（四国銀行よさこい咲都支店後援会）　様 Ｒ１
昭栄設備工業株式会社　様 Ｈ30

新進建設株式会社　様 Ｒ３・４
鈴木建設株式会社　様 Ｒ４
大旺新洋株式会社　様 Ｒ３
太平産業株式会社　様 Ｈ24・28
田岡土地家屋調査士事務所　様 Ｒ３

有限会社タック　様 Ｒ３
東京テクニカサービス株式会社　ドコモショップ愛宕店　様 Ｈ24・25・26
特定非営利活動法人こうち高齢者福祉事業団　様 Ｈ30・Ｒ４
特定非営利活動法人高知市こども劇場　土佐チル　様 Ｈ30
トヨタL＆F西四国株式会社　高知支店　様 Ｒ３・４

西村商工株式会社　様 Ｈ24、Ｒ１・４
日進設備工業株式会社　様 Ｒ３
ニッポン高度紙工業株式会社　クラブえふ　様 Ｒ１
ニッポン高度紙工業株式会社　様 Ｒ１
パシフィックソフトウェア開発株式会社　様 Ｈ24
福留開発株式会社　様 Ｈ24・30

丸仁商事株式会社　様 Ｈ24
モリデンキ　様 Ｒ４
山下電機株式会社 様 Ｒ３・４
有限会社愛機工業　様 Ｒ３・４
有限会社大石電機　様 Ｈ24・25・28

有限会社桂塗装　様 Ｒ１
有限会社高知ダルマ電機　様 Ｒ３・４
有限会社寿運送　様 Ｒ１
有限会社城西電気　様 Ｒ１
有限会社ゼネラル物流　様 Ｒ４

有限会社タナノ電気　様 Ｒ１・４
有限会社西純電業　様 Ｒ４
有限会社田部興業　様 Ｈ30、Ｒ２・３・４
有限会社舞高電設　様 Ｈ30、Ｒ２・３・４
有限会社丸栄自動車整備工場　様 Ｒ３

有限会社ヨシコー建設　様 Ｈ30
有限会社吉田設備　様 Ｒ３
有限会社東央警備　様 Ｒ４
有限会社ルート設計事務所　様 Ｈ30
よこせと・まちづくり市民会議　様 Ｈ26
読売センター高知長浜　様 Ｈ26

依光内科クリニック　様 Ｈ25
和住株式会社　様 Ｒ２
ワシオ工業株式会社　様 Ｒ４

ほか10社
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企業・団体（50音順） 寄附年度

構営技術コンサルタント株式会社　様 Ｈ30
高知黒潮ライオンズクラブ　様 Ｈ25・26

高知市職員労働組合　様 Ｈ24
高知日野自動車株式会社　様 Ｒ４
高知市まちづくり未来塾　様 Ｈ26

高知重炭株式会社　様 Ｒ１
高知市旅館ホテル協同組合　様 Ｈ24

高知スタンダード石油株式会社　様 Ｈ24、Ｒ２・３
高知ビルメンテナンス協同組合 Ｒ４
高知県青年読売会　様 Ｈ26

高知日産プリンス販売株式会社　様 Ｒ３
高知プラントサービス株式会社　様 Ｒ１
高知南ライオンズクラブ　様 Ｈ24

高知民謡クラブ　様 Ｈ26
高知緑化建設株式会社　様 Ｈ30、Ｒ３

国際ロータリー第2670地区　様 Ｈ25
さくらハイヤーグループ　様 Ｒ１
三愛オブリカスタマーサービス株式会社 　様 Ｈ25・26・27・28・29・30、Ｒ1・２・３・４

三共工業有限会社　様 Ｈ24
四咲会（四国銀行よさこい咲都支店後援会）　様 Ｒ１

昭栄設備工業株式会社　様 Ｈ30
新進建設株式会社　様 Ｒ３・４
鈴木建設株式会社　様 Ｒ４

大旺新洋株式会社　様 Ｒ３
太平産業株式会社　様 Ｈ24・28
田岡土地家屋調査士事務所　様 Ｒ３

有限会社タック　様 Ｒ３
東京テクニカサービス株式会社　ドコモショップ愛宕店　様 Ｈ24・25・26

特定非営利活動法人こうち高齢者福祉事業団　様 Ｈ30・Ｒ４
特定非営利活動法人高知市こども劇場　土佐チル　様 Ｈ30
トヨタL＆F西四国株式会社　高知支店　様 Ｒ３・４

西村商工株式会社　様 Ｈ24、Ｒ１・４
日進設備工業株式会社　様 Ｒ３

ニッポン高度紙工業株式会社　クラブえふ　様 Ｒ１
ニッポン高度紙工業株式会社　様 Ｒ１
パシフィックソフトウェア開発株式会社　様 Ｈ24

福留開発株式会社　様 Ｈ24・30
丸仁商事株式会社　様 Ｈ24
モリデンキ　様 Ｒ４

山下電機株式会社 様 Ｒ３・４
有限会社愛機工業　様 Ｒ３・４

有限会社大石電機　様 Ｈ24・25・28
有限会社桂塗装　様 Ｒ１
有限会社高知ダルマ電機　様 Ｒ３・４

有限会社寿運送　様 Ｒ１
有限会社城西電気　様 Ｒ１

有限会社ゼネラル物流　様 Ｒ４
有限会社タナノ電気　様 Ｒ１・４
有限会社西純電業　様 Ｒ４

有限会社田部興業　様 Ｈ30、Ｒ２・３・４
有限会社舞高電設　様 Ｈ30、Ｒ２・３・４
有限会社丸栄自動車整備工場　様 Ｒ３

有限会社ヨシコー建設　様 Ｈ30
有限会社吉田設備　様 Ｒ３

有限会社東央警備　様 Ｒ４

有限会社ルート設計事務所　様 Ｈ30
よこせと・まちづくり市民会議　様 Ｈ26

読売センター高知長浜　様 Ｈ26
依光内科クリニック　様 Ｈ25

和住株式会社　様 Ｒ２
ワシオ工業株式会社　様 Ｒ４

ほか10社
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多くの善意をお寄せいただき、ありがとうございます。 

個人（50音順） 寄附年度

石川　智　様 Ｒ３

大石　健司　様 Ｒ３・４
オークス大野　芳絵　様 Ｒ３
片山　晴紀　様 Ｒ３
上村　辰也　様 Ｒ３
家古谷　優　様 Ｒ４

志賀　舞　様 Ｒ３
田所　伸雄　様 Ｈ24
田畑　勇太　様 Ｒ３
比嘉　孝平　様 Ｒ３
益岡　美妃　様 Ｒ２・４

益永　律子　様 Ｒ３・４
森　正　様 Ｒ３
吉村　修二　様 Ｒ３
梶原　太一　様 Ｈ26・30、Ｒ１・２・４

久川　憲四郎　様 Ｈ25・27・28・29・30、Ｒ１・２・３・４
山本　康二　様 Ｒ３
山本　吾一　様 Ｈ27

ほか22名

81



企業・団体（50音順） 寄附年度

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 MS＆AD ゆにぞんスマイルクラブ様 Ｈ30・Ｒ４

ＩＤＥＡＬ設計　様 Ｈ30

旭環境スポーツ施設株式会社　様 Ｒ３

一般財団法人高銀地域経済振興財団　様 Ｈ26

伊東電氣有限会社　様 Ｈ30

入交道路施設株式会社　様 Ｒ１・２・３・４

医療法人仁栄会　島津病院　様 Ｈ25

ＶＥＲＴＥＣＨＮＯ株式会社　様 Ｒ１

内田塗料株式会社　様 Ｒ４

学校法人日翔学園　様 Ｒ１

和建設株式会社　様 Ｈ25

株式会社アルゴ　様 Ｒ３・４

株式会社アルファドライブ高知　様 Ｒ１

株式会社インターナカツ　様 Ｒ１

株式会社オーエス・エンジニアリング　様 Ｈ30・Ｒ４

株式会社開洋　様 Ｒ３・４

株式会社掛水環境研究所　様 Ｒ４

株式会社片岡電気工事　様 Ｈ24、Ｒ３・４

株式会社岸之上工務店　様 Ｈ25

株式会社国見開発工業　様 Ｒ３・４

株式会社黒岩設計　様 Ｒ４

株式会社ケンジン　様 Ｒ３
株式会社公職研 様 Ｈ25

株式会社コトブキ　様 Ｒ４
株式会社高知タマモ　様 Ｈ24

株式会社高知ビーフ　様 Ｈ30

株式会社高南メディカル　様 Ｈ30、Ｒ１・３・４
株式会社ＣＩＪほくでん　様 Ｒ１・３

株式会社シグマ設備設計室　様 Ｒ４
株式会社四国機電　様 Ｒ１・２

株式会社四国建設センター　様 Ｒ３

株式会社四国清掃工業　様 Ｈ24・26・28・29・30、Ｒ１
株式会社四国相互手形センター　様 Ｈ25

株式会社四国ポンプセンター　様 Ｈ24、Ｒ１・４
株式会社昌栄建設　様 Ｒ４

株式会社勝賀瀬建設　様 Ｒ４

株式会社照和建設　様 Ｒ４
株式会社シンゲン　様 Ｈ30、Ｒ１・２・３・４

株式会社シンテック　様 Ｈ24
株式会社西部技研　様 Ｈ30

株式会社セイミツ　様 Ｈ24

株式会社総合企画設計　様 Ｈ30・Ｒ４

株式会社双電社　様 Ｈ24
株式会社そーむ　様 Ｒ４

株式会社ダイセン　様 Ｒ３・４
株式会社タカチ測建　様 Ｈ30

株式会社津島工業　様 Ｒ３・４

株式会社常光電機　様 Ｒ３
株式会社道路交安　様 Ｒ４

株式会社永野基礎　様 Ｈ30、Ｒ２
株式会社響建設　様 Ｒ３

株式会社弘田電器　様 Ｒ３・４

株式会社豊栄電気工事　様 Ｈ27

株式会社松井ビル　様 Ｈ24・25
株式会社ヤマト電設　様

20005
長方形

20005
長方形

20005
長方形



こ
う

ち
こ

ど
も

フ
ァ

ン
ド

は
、

活
動

す
る

子
ど

も
の

皆
さ

ん
だ

け
で

な
く

、
審

査
員

を
務

め
る

子
ど

も
の

皆
さ

ん
も

学
び

、
成

長
に

つ
な

が
る

事
業

で
す

！
 

活
動

発
表

会
の

感
想

 

４
 

【
発

行
元

・
問

合
せ

先
】

高
知

市
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
課

（
高

知
市

鷹
匠

町
２

-１
-4

3
）
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L
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－

8
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3
－

9
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8
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E
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a
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k
o
d
o
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o
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n
d
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c
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k
o
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i.
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U
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L
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h
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p
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it
y.

k
o
ch

i.
k
o
c
h

i.
jp

/s
o
sh

ik
i/

2
1
/ 

こ
ど

も
フ

ァ
ン

ド
の

情
報

を
発

信
中

！
こ

ち
ら

か
ら

ぜ
ひ

「
い

い
ね

」
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
 
04

 

地
域

に
目

を
向

け
る

よ
う

に
な

り
、
今

の
自

分
に

は
な

に

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

ま
た
、
こ

れ
か

ら
は

考
え

た
こ

と
を

実
行

で
き

る
よ

う
に

し
た
い
と
思
っ
た
。
 

今
回
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
様
々
な
制
約
が
あ
る
中
、
そ
れ
を

も
ろ
と
も
せ
ず
地
域
を
変
え
て
い
き
、
今
ま
で
に
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

こ
と
が
あ
る
！
と
実
行
に
移
し
て
い
た
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
に

影
響
を
受
け
て
、
今
ま
で
前
例
が
な
か
っ
た
か
ら
…
と
あ
き

ら
め
て
い
た
こ
と
を
実
行
に
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
 

１
年

間
、
私

の
知

ら
な

い
と

こ
ろ

で
、
す

ご
く

質
の

高
い

活
動

を
さ

れ
て

き
た

こ
と

が
分

か
り
、
良

い
時

間
で

あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

地
域

の
た

め
か

ら
、
世

界
の

た
め

に
広

が
る

活
動

に
な

っ

て
お

り
、
こ

ど
も

フ
ァ

ン
ド

は
す

ば
ら

し
い

も
の

で
あ

る

こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

 

審
査

員
を

や
っ

て
み

て
、

自
分

の
行

動
や

考
え

が
変

り
ま

し
た

か
。

 

・
私
た
ち
学
生
に
は
出
来
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
っ
て
い
 

 
た
け
ど
、
自
主
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
も
で
き
 

 
る
の
だ
な
と
気
づ
か
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
私
自
身
の
 

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
た
と
思
っ
た
か
ら
。
 

大
人

の
方

た
ち

の
言

葉
か

ら
、
「
自

分
た

ち
の

言
葉
、
考

え
で

活
動

を
進

め
た
」
と

い
う

こ
と

だ
っ

た
の

で
、
小
・

中
学
生
の
自
主
性
と
い
う
も
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
率
直
に
、
高
知
の
未
来
は
明
る
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
何
も
 

動
か
な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
行
動
に
移
す
こ
と
 

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
が
、
今
後
は
積
極
的
な
活
動
を
自
分
 

自
身
も
行
い
た
い
で
す
。
 

・
ど
う
し
た
ら
そ
の
活
動
が
良
く
な
る
か
を
考
え
な
が
ら
聞
け
 

た
。
課
題
や
良
さ
を
引
き
出
そ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

・
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
な
 

ど
、
子
ど
も
に
も
町
づ
く
り
の
中
で
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
 

い
う
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

 と
て

も
変

わ
っ

た
 

6
1
％

 
 変

わ
っ

た
 

3
1
％

 

あ
ま

り
変

わ
ら

な
か

っ
た

 

８
％

 

◎
理

由
（

「
と

て
も

変
わ

っ
た

」
「

変
わ

っ
た

」
と

回
答

し
た

方
）

 

～
活

動
発

表
会

を
終

え
て

～
 こ

ど
も

審
査

員
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

 
 

 

令
和
４
年
４
月
以
前
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

 

企
業

･団
体

 様
 

●
入

交
道

路
施

設
株

式
会

社

代
表

取
締

役
 

濵
田

 
善

一
 

様

●
有

限
会

社
タ

ッ
ク

代
表

取
締

役
 

武
市

 
彰

宏
 

様

 
子

ど
も

た
ち

へ
の

応
援

の
気

持
ち

を
、

ぜ
ひ

寄
附

と
し

て
お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
寄

附
の

手
続

き
は

簡
単

で
す

の

で
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

推
進

課
ま

で
お

気
軽

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
詳

細
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

ご
確

認
い

た
だ

け
ま

す
。

な
お

、
寄

附
金

に
つ

い
て

は
税

制
上

の
優

遇
措

置
が

あ
り

ま
す

。
 

個
人

 様
 

●
久

川
 

憲
四

郎
 

様

●
益

永
 

律
子

 
様

Ｎ
Ｅ
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【
日

時
】

令
和

４
年

６
月

1
9
日

（
日

）
 

1
3
時

～
1
6
時

（
終

了
予

定
）

 

【
会

場
】

高
知

市
南

部
健

康
福

祉
セ

ン
タ

ー
 

  
 ２

階
ホ

ー
ル

（
高

知
市

百
石

町
３

丁
目

１
ー

3
0
）

 

（
注

）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
に

よ
っ

て
は

、
会

場
へ

 

 
 

 
の

入
場

を
お

断
り

さ
せ

て
い

た
だ

く
場

合
が

ご
ざ

い
ま

す
。

 

『
令

和
４

年
度

 
公

開
審

査
会

』
 

 
令

和
４

年
度

の
助

成
団

体
を

決
め

る
「

こ
う

ち
こ

ど
も

フ

ァ
ン

ド
公

開
審

査
会

」
を

開
催

し
ま

す
。

 

 
審

査
は

、
応

募
グ

ル
ー

プ
の

子
ど

も
た

ち
の

プ
レ

ゼ
ン

テ

ー
シ

ョ
ン

を
受

け
て

、
公

募
等

に
よ

り
選

出
さ

れ
た

小
学

生
・

中
学

生
及

び
高

校
生

合
計

８
名

の
「

こ
ど

も
審

査
員

」

が
一

緒
に

行
い

、
審

査
員

の
協

議
も

同
じ

会
場

で
公

開
で

行

い
ま

す
。

応
募

グ
ル

ー
プ

の
子

ど
も

た
ち

は
、

「
自

分
た

ち

の
住

む
ま

ち
を

良
く

し
て

い
き

た
い

！
」

と
真

剣
に

審
査

会

に
臨

ん
で

い
ま

す
。

公
開

審
査

会
は

ど
な

た
で

も
自

由
に

ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
の

で
、

会
場

へ
ぜ

ひ
足

を
お

運
び

い
た

だ

き
、

子
ど

も
た

ち
を

応
援

し
て

あ
げ

て
く

だ
さ

い
。

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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助
成

の
可

否
に

つ
い

て
、

こ
ど

も
審

査

員
が

判
断

を
行

い
ま

す
。

審
査

員
の

う

ち
、

過
半

数
の

推
薦

を
得

た
グ

ル
ー

プ

に
助

成
が

決
定

し
ま

す
。

 

助
成

グ
ル

ー
プ

の
決

定
 

応
募

グ
ル

ー
プ

の
子

ど
も

た
ち

が
、

子

ど
も

・
大

人
審

査
員

に
対

し
、

３
分

以

内
で

活
動

目
的

・
内

容
に

つ
い

て
説

明

し
ま

す
。

 公
開

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

発
表

内
容

に
つ

い
て

、
こ

ど
も

審
査

員

と
応

募
グ

ル
ー

プ
の

子
ど

も
た

ち
の

間

で
、

５
分

間
の

質
疑

応
答

が
行

わ
れ

ま

す
。

 

こ
ど

も
審

査
員

の
質

疑
 

最
新

情
報

は
 

こ
ち

ら
→

 

こ
ど

も
審

査
員

 

事
前

研
修

会
・
事

前
審

査
会

を

６
月

12
日

(日
)に

開
催

し
ま

す
！

 
 

今
年

度
は

、
小

学
校

４
年

生
か

ら
高

校
３

年
生

ま
で

の
合

計
８

名
が

「
こ

ど
も

審
査

員
」

に
就

任
し

ま
し

た
。

 

公
開

審
査

会
に

向
け

て
、

大
人

審
査

員
と

一
緒

に
、

審
査

会

に
の

ぞ
む

前
に

、
こ

ど
も

審
査

員
と

し
て

、
自

分
た

ち
が

審

査
を

す
る

際
に

何
を

重
要

と
考

え
る

の
か

（
審

査
項

目
）

を
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
で

話
し

合
っ

て
決

め
ま

す
。

 

「
こ

ど
も

フ
ァ

ン
ド

」
の

制
度

や
趣

旨
を

学
び

、
審

査
項

目
を

決
定

し
ま

す
。

 

事
前

研
修

会
 

事
前

審
査

会
 

こ
ど

も
審

査
員

と
大

人
審

査

員
が

応
募

団
体

に
関

す
る

情

報
を

共
有

し
ま

す
。

 

公 開 審 査 会 へ ６
/1

9
 

１
 

82



２
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令
和

３
年

度
 

各
団

体
が

発
表

を
行

い
、

表
彰

団
体

を
決

定
し

ま
し

た
！

 

お
お
つ
っ
子

 

最
初
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
が
来
て
く
れ
る
か
が
と
て
も
心
配
だ
っ
た
け
ど
、
想
像
以
上
に
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
て
く
れ
た
の
が
良
か
っ
た
。
集
ま
る
ゴ
ミ
も
最
初
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
が

良
か
っ
た
。
 

こ
う

ち
こ

ど
も

フ
ァ

ン
ド

活
動

発
表

会
を

開
催

し
ま

し
た

 
 

令
和

４
年

３
月

2
1
日

（
月

/祝
）

1
3
時

3
0
分

か
ら

、
高

知
市

総
合

あ
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

３
階

大
会

議
室

に
て

、
令

和
３

年
度

に

助
成

を
受

け
た

６
団

体
が

自
分

た
ち

の
活

動
成

果
を

発
表

し
ま

し
た

。
当

日
は

活
動

し
た

子
ど

も
た

ち
や

大
人

サ
ポ

ー
タ

ー
な

ど

約
1
0
0
名

が
参

加
し

、
団

体
同

士
が

連
携

す
る

可
能

性
を

模
索

す
る

な
ど

、
実

り
あ

る
活

動
発

表
会

と
な

り
ま

し
た

。
 

感
想
 

感
想
 

コ
ロ

ナ
禍
で

市
内

の
大

き
な

清

掃
が

中
止

と
な

る
中
、
月

１
回

の
ペ

ー
ス
で

大
津

地
区

内
の

公

園
清
掃
を
行
い
ま
し
た
！
 

D
i
f
f
er
e
n
t
 

３
 

土
佐
女
子
お
れ
ん
じ

f
l
ow
e
r
s
 

久
重

na
t
u
ra
l
チ
ー
ム
 

未
来
を
か
え
隊

 

新
し
い
活
動
で
あ
る
「
川
の
学
習
」
と
「
清
掃
活
動
」
が
特
に
興
味
深
か
っ
た
。
 

清
掃
活
動
を
自
主
的
に
行
い
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
と
ホ
タ
ル
の
住
む
川
の
周
辺
が
き
れ
い
に
な
っ
た
。
S
D
Gs
の

目
標
の
一
つ
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
の
目
標
を
ま
ず
は
自
分
た
ち
の
地
域
で
達
成
で
き
た
と
思
う
。
 

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人
で

は
実
現
す
る
こ
と
が
到
底
無
理
な
こ
と
で
も
、
青
柳
中
学
校
の
生
徒
や
地
域
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
め
ば

実
現
で
き
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
「
生
理
」
に
関
し
て
、
少
し
は
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
映
像
は
ま
だ
発
表
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
私
た
ち
の
作
っ
た
映
像
を
見
て
く
れ
た
人
が
、
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
や
、
知
っ
て
い
て
も
自
分
で
は
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
知
識
を
深
め
て
く
れ
た
り
し
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
 

A
O
Y
A
GI
地
域
盛
り
上
げ
隊

 

感
想
 

感
想
 

感
想
 

感
想
 

女
性

の
「
生

理
」
に

つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め

の
D
V
D
を

作
成

し
市

内
の
小
・
中
学

校
6
7
校
へ

配
布
し
ま
し
た
！
 

計
５
回
鏡
川
清
掃
を
実
施
！
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４
 Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

 
0
3 

 
令

和
４

年
７

月
1
6
日

（
土

）
、

久
重

地
域

の
地

主
神

社
の

下
に

あ
る

川
で

、
今

年
度

初
イ

ベ
ン

ト
と

な
る

川
の

学
習

・
魚

釣
り

体
験

を
実

施
し

ま
し

た
。

 

 
昨

年
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
た

め
、

中
止

に
な

っ
た

も
の

を
今

年
度

再
チ

ャ

レ
ン

ジ
し

、
無

事
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

 

 
こ

の
川

で
子

ど
も

の
こ

ろ
遊

ん
で

い
た

地
域

の
方

に
教

わ
り

な
が

ら
、

釣
れ

た
生

き
物

を
生

物

指
標

で
確

認
を

し
ま

し
た

。
エ

ビ
、

サ
ワ

ガ
ニ

、
ど

じ
ょ

う
、

ヤ
ゴ

、
ゴ

リ
な

ど
、

た
く

さ
ん

の

種
類

の
魚

や
生

き
物

が
い

ま
し

た
。

「
初

め
て

の
釣

り
を

と
て

も
楽

し
み

に
し

て
い

た
。

す
ご

く

楽
し

か
っ

た
！

」
「

魚
の

名
前

も
種

類
も

分
か

っ
た

」
な

ど
、

こ
ど

も
た

ち
は

自
分

た
ち

の
住

む

自
然

の
豊

か
さ

を
体

感
す

る
と

と
も

に
、

生
き

物
が

住
む

川
を

保
全

す
る

こ
と

の
大

切
さ

を
学

び

ま
し

た
。

 

In
st

a
g
ra

m
を

開
設

し
ま

し
た

！
 

高
知

市
L

IN
E

ア
カ

ウ
ン

ト
 「

イ
ベ

ン
ト

情
報

」
の

配
信

に
チ

ェ
ッ

ク
を

お
 

願
い

し
ま

す
。

 

参
加

可
能

な
イ

ベ
ン

ト
 

情
報

を
お

届
け

し
ま

す
。

 

ま
ち

の
コ

イ
ン

「
ぼ

っ
ち

り
」

 

 
こ

う
ち

こ
ど

も
フ

ァ
ン

ド
で

は
、

活
動

内
容

企
画

～
活

動
ま

で
を

す
べ

て
こ

ど
も

た
ち

自
身

で
実

施
し

ま
す

。
「

活
動

に
参

加
し

て
み

た
い

！
」

「
活

動
の

何
か

お
手

伝
い

が
し

た
い

！
」

「
こ

の
テ

ー
マ

な
ら

専
門

知
識

を
教

え
る

こ
と

が
で

き
る

」
な

ど
、

活
動

の
サ

ポ
ー

ト
や

活
動

へ
参

加
し

て
く

だ
さ

る
方

を
募

集
し

て
い

ま
す

！
ぜ

ひ
以

下
の

ツ
ー

ル
か

ら
、

活
動

に
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
 

【
企

業
】

株
式

会
社

そ
ー

む
 

様
 

【
個

人
】

梶
原

 
太

一
 

様
 

家
古

谷
 

優
 

様
 

令
和
４
年
６
月
以
前
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
発

行
元

・
問

い
合

わ
せ

先
】

高
知

市
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
課

（
高

知
市

鷹
匠

町
２

-１
-4

3
）

 

  
  

T
E

L
：

0
8
8
－

8
2
3
－

9
0
8
0
 

E
-m

a
il
：

k
o
d
o
m

o
fu

n
d
@

c
it

y.
k
o
ch

i.
lg

.j
p
 

U
R

L
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.c

it
y.

k
o
ch

i.
k
o
c
h

i.
jp

/s
o
sh

ik
i/

2
1
/ 

 
こ

れ
ま

で
の

F
a
ce

b
o
o
k
に

代
わ

り
、

新
た

に
In

st
a
g
ra

m
で

、
活

動
団

体
の

活
動

の
取

材
の

様
子

や
、

こ
ど

も
フ

ァ
ン

ド
に

つ
い

て
、

写
真

や
動

画
を

中
心

に
情

報
発

信
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

！
 

み ん な フ ォ ロ ー  

し て ね ～ ☆  

▲
IP

h
o
n
e
 

 
▲

A
n
d
ro

id
 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

 
0
1 

令
和

４
年

度
の

助
成

団
体

を
決

め
る

公
開

審
査

会
に

お
い

て
、

７
団

体
の

助
成

が
決

定
し

ま
し

た
。

 

団
体

名
 

活
動

内
容

 
助

成
額

 

未
来

を
か

え
隊

 
川

の
ゴ

ミ
を

見
え

る
化

大
作

戦
～

み
ん

な
で

知
ろ

う
 

ゴ
ミ

に
つ

い
て

～
 

2
0
万

円
 

M
te

e
n
s 

マ
ン

ネ
リ

か
ら

脱
却

！
高

校
生

中
心

の
防

災
 

2
0
万

円
 

D
iff

é
re

n
t 

地
域

と
の

か
か

わ
り

×
防

災
 

2
0
万

円
 

旭
っ

子
記

者
ク

ラ
ブ

 
旭

小
学

校
区

の
過

去
～

現
在

を
知

っ
て

未
来

を
考

え
る

 
2
0
万

円
 

土
佐

女
子

お
れ

ん
じ

fl
o
w

e
rs

 
ア

ッ
プ

サ
イ

ク
ル

×
生

理
の

貧
困

解
決

の
手

助
け

で
も

っ
と

暮
ら

し
や

す
く

！
 

1
3
.5

万
円

 

T
e
a
m

 P
e
tr

io
 

～
ペ

ッ
ト

に
楽

し
い

安
全

な
未

来
を

～
 

2
0
万

円
 

久
重

n
a
tu

ra
lチ

ー
ム

 
久

重
の

里
山

の
魅

力
再

発
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

！
①

 

～
S

D
G

ｓ
で

持
続

可
能

な
ま

ち
づ

く
り

～
 

1
6
.9

万
円

 

●
令

和
４

年
度

助
成

決
定

団
体

１
 

K
o
c
h
i 

～
“や

っ
て

み
た

い
！

” 

想
い

  
を

 叶
え

る
～

 

c 

応 援 し て ね ♪  
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Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

 
0
2 

２
 

▲
申

請
団

体
③

D
iff

é
re

n
t 

▲
申

請
団

体
④

旭
っ

子
記

者
ク

ラ
ブ

 

▲
申

請
団

体
①

未
来

を
か

え
隊

 
▲

申
請

団
体
②

M
te

e
n
s 

▲
質

疑
応

答
の

様
子

 
▲

会
場

の
様

子
 

 
６

月
1
9
日

(日
)、

令
和

４
年

度
の

助
成

団
体

を
決

め
る

公

開
審

査
会

を
開

催
し

ま
し

た
。

 

 
今

年
は

「
食

」
「

清
掃

」
「

防
災

」
「

ペ
ッ

ト
」

「
生

理

の
貧

困
」

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
テ

ー
マ

で
、

各
団

体
か

ら
活

動

提
案

が
あ

り
ま

し
た

。
審

査
員

の
子

ど
も

た
ち

は
、

事
前

に

決
め

た
評

価
ポ

イ
ン

ト
を

基
に

各
団

体
へ

質
問

を
行

い
、

公

開
協

議
を

経
て

、
全

体
へ

の
助

成
を

決
定

し
ま

し
た

。
 

審
査

会
の

詳
細

な
ど

を
ま

と
め

た
報

告
書

は
 

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

推
進

課
H

P
よ

り
→

 

３
 

▲
申

請
団

体
⑤

創
 i
n
 K

o
ch

i 
▲

申
請

団
体
⑥

土
佐

女
子

お
れ

ん
じ

fl
o
w

e
rs

 

▲
申

請
団

体
⑦

T
e
a
m

 P
e
tr

io
 

こ
ど
も
審
査
員
に
よ
る
一
次
判
断
・
公
開
協
議

こ
ど

も
審

査
員

は
各

団
体

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

 
 

（
３

分
）

と
質

疑
応

答
（

５
分

）
の

後
、

「
い

い
ね

！
」

 
 

 
 

「
も

う
少

し
質

問
が

あ
る

」
「

も
う

ち
ょ

っ
と

」
の

ど
れ

 

 
 

に
当

て
は

ま
る

か
を

判
断

し
、

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
に

シ
ー

 

 
 

ル
を

貼
り

ま
す

。
 

最
終
判
断
・
審
査
結
果
発
表

公
開

協
議

で
の

質
疑

応
答

を
受

け

て
、

こ
ど

も
審

査
員

が
最

終
判

断
を

行

い
ま

す
。

 

 
こ

ど
も

審
査

員
の

う
ち

、
過

半
数

の

「
い

い
ね

！
」

が
あ

っ
た

団
体

が
助

成

決
定

に
な

り
ま

す
。

 

活
動

の
「

い
い

な
」

と
思

っ
た

部
分

も
そ

の
場

で
伝

え
ま

す
！

 

▲
申

請
団

体
⑧

久
重

n
a
tu

ra
lチ

ー
ム

 

こ
ど
も
審
査
員
か
ら
、

質
疑
応
答
で
聞
き
き
れ

な
か
っ
た
気
に
な
る
部

分
に
つ
い
て
再
度
団
体

に
質
問
も
行
い
ま
す
！
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４
 Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

 
0
3 

【
企

業
】

株
式

会
社

津
島

工
業

 
様

 

株
式

会
社

ア
ル

ゴ
 

様
 

【
個

人
】

益
永

 
律

子
 様

 
 

令
和
４
年
1
2
月
以
前
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
発
行
元
・
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
（
高
知
市
鷹
匠
町
２

-１
-4
3
）

 

  
  
T
E
L
：
0
8
8
－
8
2
3
－
9
0
8
0
 
E

-m
a
il
：
k
o
d
o
m
o
fu
n
d
@
c
it
y.
k
o
ch
i.
lg
.j
p
 
U
R
L
：
h
tt
p
:/
/w

w
w
.c
it
y.
k
o
ch
i.
k
o
c
h
i.
jp
/s
o
sh
ik
i/
2
1
/ 

山
野
草
で
防
災
食
づ
く
り

 
1
0
月

2
3
日

（
日

）
、

地
域

の
方

々
に

サ
ポ

ー
ト

い
た

だ
き

な
が

ら
、

「
防

災
」

と
「

食
」

を
テ

ー
マ

に
、

災

害
に

役
立

つ
、

地
元

で
採

れ
る

山
野

草
を

使
っ

た
防

災

食
づ

く
り

を
実

施
し

ま
し

た
。

 

 
久

重
産

の
お

米
で

ム
カ

ゴ
ご

飯
、

竹
ご

飯
に

挑
戦

。

ヨ
メ

ナ
の

ふ
り

か
け

、
身

近
な

食
材

や
野

草
で

か
き

揚

げ
、

茶
の

木
を

枝
ご

と
あ

ぶ
っ

て
沸

か
し

、
里

山
の

め

ぐ
み

を
丸

ご
と

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

▲
調

理
の

様
子

 
▲

食
事

の
様

子
 

▲
集

合
写

真
 

１  起 震 車 体 験  ７  日 は  

８  

１  

イ ン ス タ グ ラ ム も  

フ ォ ロ ー し て ね ！  

内
容

：防
災

イ
ベ

ン
ト

 

「こ
く

さ
い

 ぼ
う

さ
い

 い
ら

っ
さ

～
い

」 

日
時

：1
2

月
1
7

日
（土

）・
1
8

日
（日

） 

  
(両

日
と

も
)1

4
時

～
1
7

時
 

場
所

：高
知

国
際

高
校

 
※

駐
車

場
は

あ
り

ま
せ

ん
。

日 は ハ グ ゲ ー ム  

が で き る よ ～ ☆  

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
雑
貨
の
ほ
か
日
用
品
も
販
売
し
ま
す
♪

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

 
0
4 

内
容

：日
曜

市
へ

の
出

店
 

日
時

：1
2

月
2

5
日

（日
）・

１
月

２
２

日
（日

） 

  
土

佐
女

子
お

れ
ん

じ
fl

o
w

e
rs

は
 

  
８

時
～

１
５

時
の

間
出

店
予

定
 

 
場

所
：追

手
筋

 
中

の
橋

交
差

点
付

近
 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

 
0
1 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

 
▲

ク
イ

ズ
探

検
 
▲

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
レ

モ
ニ

ー
集

合
写

真
 

Ｐ Ｋ ゴ ー ル

ゲ ー ム

 
８

月
1
1
日

（
木

）
、

丸
の

内
高

校
家

庭
科

室
で

、
第

１
回

炊

き
出

し
活

動
を

実
施

し
ま

し
た

。
さ

ん
す

い
防

災
研

究
所

の
山

﨑
水

紀
夫

さ
ん

に
、

避
難

所
運

営
と

非
常

食
に

つ
い

て
講

演
い

た
だ

き
ま

し
た

。
炊

き
出

し
活

動
で

は
、

夏
場

に
各

家
庭

に
あ

り
そ

う
な

具
材

を
想

定
し

て
、

ア
ル

フ
ァ

米
を

使
っ

た
お

に
ぎ

り
と

、
夏

野
菜

炒
め

、
フ

レ
ン

チ
ト

ー
ス

ト
、

春
雨

ス
ー

プ
を

作
り

ま
し

た
。

 

「
は
じ
め
て
炊
い
た
！
」
と
い
う
 

声
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
！
 

 
1
0
月

2
9
日

（
土

）
、

今
年

１
月

か
ら

開
設

し
た

「
ふ

ら
っ

と
旭

」
と

コ
ラ

ボ
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
ま

し
た

。
 

 
旭

っ
子

記
者

ク
ラ

ブ
で

は
、

ハ
ロ

ウ
ィ

ン
の

仮
装

を
し

た

子
ど

も
た

ち
が

街
中

の
ク

イ
ズ

を
見

つ
け

に
散

策
し

な
が

ら

ゴ
ミ

拾
い

を
実

施
し

ま
し

た
。

 

 
ふ

ら
っ

と
旭

で
は

、
ス

ー
パ

ー
ボ

ー
ル

す
く

い
な

ど
の

ゲ

ー
ム

コ
ー

ナ
ー

が
あ

っ
た

他
、

お
昼

に
は

地
域

の
方

の
手

作

り
カ

レ
ー

の
販

売
が

あ
り

ま
し

た
。

 

▲
ア

ル
フ

ァ
米

を
炊

く
様

子
 

86



２
 

▲
地

域
の

伝
統

芸
能

と
し

て
伝

わ
る

鴨
田

音
頭

に
参

加
し

て
い

る
様

子
 

当
日
の
よ
う
す

▲
集

合
写

真
 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

 
0
2 

 
1
0
月

3
0
日

(日
)、

鏡
川

緑
地

公
園

で
開

催
さ

れ
た

「
第

1
9
回

鏡
川

緑
地

公
園

イ
ベ

ン
ト

」

に
、

令
和

４
年

度
こ

ど
も

フ
ァ

ン
ド

活
動

団
体

が
出

店
し

ま
し

た
。

 

 
こ

の
イ

ベ
ン

ト
は

、
鏡

川
の

保
全

及
び

三
世

代
交

流
を

図
る

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
鴨

田
地

域
で

毎
年

開
催

さ
れ

て
い

る
お

祭
り

で
す

。
 

 
こ

ど
も

フ
ァ

ン
ド

の
ブ

ー
ス

で
は

、
雑

貨
販

売
、

各
団

体
の

イ
ベ

ン
ト

案
内

の
チ

ラ
シ

配

布
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
行

い
ま

し
た

。
 

３
人
組
で
ペ
ッ
ト
リ
オ
★

 

～
ア
ニ
マ
ル
サ
ポ
ー
ト
高
知
家
・
高
知
大
学
動
物
愛
好
会
1
2
％
と
合
同
出
店
～

 

 
ペ

ッ
ト

を
飼

う
う

え
で

の
飼

い
主

の
マ

ナ
ー

や
、

高
知

市
の

犬
・

猫
の

殺
処

分
数

の
現

状
、

猫
の

去
勢

手
術

の
必

要
性

に
つ

い
て

な

ど
、

こ
れ

ま
で

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
活

動
や

セ
ミ

ナ
ー

等
で

学
ん

だ
こ

と
を

参
加

者
に

伝
え

ま
し

た
。

 

参
加

者
の

声
 

▲
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
へ

風
船

配
布

を
行

い
ま

し
た

 

▲
高

知
市

長
か

ら
の

挨
拶

 
▲

ブ
ー

ス
に

集
ま

る
こ

ど
も

た
ち

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

▲
販

売
の

様
子

 

▲
集

合
写

真
 

▲
集

合
写

真
 

３
 

鏡
川
周
辺
で
最
も
落
ち
て
い
た
数
が
多
か
っ
た
ご
み
は
 

「
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
」
で
し
た
。
 

 
不

要
に

な
っ

た
手

芸
用

品
を

再
利

用
し

た
ア

ッ
プ

サ
イ

ク
ル

商

品
の

販
売

を
行

い
ま

し
た

。
 売

り
上

げ
は

す
べ

て
生

理
用

品
の

購

入
に

充
て

、
こ

ど
も

食
堂

等
支

援
団

体
へ

寄
附

す
る

予
定

で
す

。
  

▲
イ

ベ
ン

ト
時

の
清

掃
活

動
へ

参
加

し
て

い
る

様
子

 

～
「
環
境
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
え
こ
ら
ぼ
」
と
合
同
出
店
～

 

環
境
問
題
啓
発
コ
ー
ナ
ー
で
の
展
示

 
こ

れ
ま

で
自

分
た

ち
が

鏡
川

周
辺

の
清

掃
活

動
で

拾
っ

た
ご

み
の

分

布
を

ま
と

め
た

地
図

の
展

示
し

、
参

加
者

に
落

ち
て

い
た

ご
み

で
最

も

多
か

っ
た

ご
み

に
つ

い
て

、
ク

イ
ズ

を
出

題
し

ま
し

た
。

 

併
せ

て
、

次
回

の
清

掃
日

の
案

内
を

し
ま

し
た

。
 

▲
ク

イ
ズ

の
よ

う
す

 

購
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
た
 

手
作
り
新
聞
バ
ッ
ク
を
 

配
布
し
ま
し
た
！
 

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
雑
貨
の
販
売
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【
発

行
元

・
問

合
せ

先
】

高
知

市
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
課

（
高

知
市

鷹
匠

町
２

-１
-4

3
）

 

  
  

T
E

L
：

0
8
8
－

8
2
3
－

9
0
8
0
 

E
-m

a
il
：

k
o
d
o
m

o
fu

n
d
@

c
it

y.
k
o
ch

i.
lg

.j
p
 

U
R

L
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.c

it
y.

k
o
ch

i.
k
o
c
h

i.
jp

/s
o
sh

ik
i/

2
1
/ 

こ
ど

も
フ

ァ
ン

ド
の

情
報

を
発

信
中

！
こ

ち
ら

か
ら

ぜ
ひ

「
い

い
ね

」
を

お
願

い
し

ま
す

！
 

令
和

４
年

1
2
月

1
7
日

（
土

）
・

1
8
日

（
日

）
に

防
災

イ
ベ

ン
ト

「
第

２
回

 こ
く

さ
い

 
ぼ

う
さ

い
 

い
ら

っ
さ

～
い

」
を

高
知

国
際

高
校

に
て

開
催

し
ま

し
た

。
２

日
間

で
1
1
0
名

の
参

加
が

あ
り

、
大

盛
況

で

し
た

！
 

今
回

は
合

計
８

つ
の

ブ
ー

ス
を

各
教

室
で

運
営

し
、

中
村

高
校

の
生

徒
さ

ん
と

こ
う

ち
減

災
女

子
部

の
方

々
に

よ
る

「
ミ

ニ
防

災
講

演

会
」

や
、

高
知

大
防

災
す

け
っ

と
隊

と
メ

ン
バ

ー
の

コ
ラ

ボ
に

よ
る

「
防

災
ポ

ー
チ

づ
く

り
」

、
こ

ど
も

審
査

員
と

国
際

高
校

生
が

協
同

で
「

輪
投

げ
ブ

ー
ス

」
を

運
営

す
る

な
ど

、
ス

タ
ッ

フ
同

士
が

交
流

し
、

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

生
ま

れ
ま

し
た

！
。

 

Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
 
04

 

令
和

５
年

１
月

６
日

（
金

）
、

「
地

域
猫

活
動

」
に

取
り

組
む

市
内

の
地

域
の

方
へ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

・
餌

や
り

見
学

を
実

施
し

ま
し

た
！

 

※
地

域
猫

…
地

域
の

理
解

を
得

て
、

住
民

が
適

正
に

管
理

し
て

 
 

 

い
る

飼
い

主
の

い
な

い
猫

の
こ

と
。

 

４
年

程
前

か
ら

こ
の

活
動

に
取

り
組

み
出

し
、

当
時

約
1
0
0
匹

い

た
猫

の
数

が
現

在
は

約
6
0
匹

ま
で

減
少

し
て

い
る

そ
う

で
す

。
 

猫
の

話
を

き
っ

か
け

に
、

地
域

の
中

で
新

た
な

つ
な

が
り

も
生

ま
れ

て
い

る
そ

う
で

す
。

野
良

猫
問

題
に

お
い

て
も

、
住

民
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

大
切

だ
と

学
び

ま
し

た
。

 

※
令
和
５
年
２
月
以
前
に
ご
寄
附
を
い
た
だ

い
た
皆
様
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

 

有
限

会
社

西
純

電
業

 
代

表
取

締
役

 
山

本
 

学
 

様
 

株
式

会
社

勝
賀

瀬
建

設
 

代
表

取
締

役
 

勝
賀

瀬
 

洋
子

 
様

 

株
式

会
社

高
南

メ
デ

ィ
カ

ル
 

代
表

取
締

役
 

宮
本

 
高

憲
 

様
 

株
式

会
社

ダ
イ

セ
ン

 
代

表
取

締
役

社
長

 
池

添
 

裕
司

 
様

 

有
限

会
社

タ
ナ

ノ
電

気
 

代
表

取
締

役
 

棚
野

 
祥

子
 

様
 

株
式

会
社

四
国

ポ
ン

プ
セ

ン
タ

ー
 

様
 

有
限

会
社

高
知

ダ
ル

マ
電

機
 

代
表

取
締

役
 

永
田

 
直

也
 

様
 

株
式

会
社

コ
ト

ブ
キ

 
代

表
取

締
役

 
福

元
 

妙
子

 
様

 

楠
瀬

ミ
シ

ン
商

会
 

代
表

者
 

岡
林

 
純

代
 

様
 

有
限

会
社

舞
高

電
設

 
代

表
取

締
役

 
山

下
 

邦
明

 
様

 

株
式

会
社

道
路

交
安

 
代

表
取

締
役

 
岡

 
廣

明
 

様
 

株
式

会
社

シ
グ

マ
設

備
設

計
室

 
代

表
取

締
役

 
島

﨑
 

博
幸

 
様

 

株
式

会
社

弘
田

電
器

 
代

表
取

締
役

 
弘

田
 

正
幸

 
様

 

新
進

建
設

株
式

会
社

 
代

表
取

締
役

 
小

川
 

裕
司

 
様

 
 

内
田

塗
料

株
式

会
社

 
代

表
取

締
役

 
内

田
 

荘
一

郎
 

様
 

【
企

業
】

 

あ
い

お
い

ニ
ッ

セ
イ

同
和

損
害

保
険

㈱
  

M
S

&
A

D
ゆ

に
ぞ

ん
ス

マ
イ

ル
ク

ラ
ブ

 理
事

長
 

白
井

 
祐

介
 

様
 

協
和

運
輸

株
式

会
社

 
代

表
取

締
役

 
徳

平
 

豊
 

様
 

 

株
式

会
社

片
岡

電
気

工
事

 
代

表
取

締
役

 
片

岡
 

雅
夫

 
様

 

株
式

会
社

開
洋

 
代

表
取

締
役

社
長

 
上

村
 

和
久

 
様

 

株
式

会
社

照
和

建
設

 
代

表
取

締
役

 
西

村
 

昌
泰

 
様

 

ワ
シ

オ
工

業
株

式
会

社
 

代
表

取
締

役
社

長
 

吉
井

 
平

 
様

 

高
知

日
野

自
動

車
株

式
会

社
 

代
表

取
締

役
 

濱
田

 
英

男
 

様
 

有
限

会
社

愛
機

工
業

 
別

役
 

節
男

 
様

 

株
式

会
社

シ
ン

ゲ
ン

 
代

表
取

締
役

 
森

本
 

和
秀

 
様

 

株
式

会
社

リ
ー

ブ
ル

 
代

表
取

締
役

 
坂

本
 

圭
一

朗
 

様
 

山
下

電
機

株
式

会
社

 
代

表
取

締
役

 
山

下
 

裕
 

様
 

ト
ヨ

タ
L

＆
F

西
四

国
株

式
会

社
 

高
知

支
店

長
 

田
村

 
篤

人
 

様
 

株
式

会
社

国
見

開
発

工
業

 
代

表
取

締
役

 
中

野
 

裕
千

 
様

 

有
限

会
社

田
部

興
業

 
代

表
取

締
役

 
田

部
 

正
生

 
様

 

高
知

ビ
ル

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

協
同

組
合

 
代

表
理

事
 

安
岡

 
茂

幸
 

様
 

株
式

会
社

昌
栄

建
設

 
代

表
取

締
役

 
西

谷
 

友
良

 
様

 

有
限

会
社

東
央

警
備

 
代

表
取

締
役

 
中

村
 

秀
男

 
様

 

株
式

会
社

総
合

企
画

設
計

 
代

表
取

締
役

 
松

本
 

賢
一

 
様

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
 
01

 

１
 

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

 
展
示

 
ブ
ー
ス

 
活
動
紹
介

 

ど
ん
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
？
 

自
分
の
ま
ち
や
高
知
の
魅
力
を

 

発
信
し
て
み
た
い
！
 

入
場
無
料

 

申
込
不
要

 

詳
細
は

 

こ
ち
ら
♪

 

場 所
 

◎
活
動
発
表
会

 

 
 
1
3
時

3
0
分
～

 

 
 
1
5
時

3
0
分
（
予
定
） 

◎
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

 
 
1
6
時
～

1
8
時
（予

定
） 

総
合
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

 

 
３
階

 
大
会
議
室

 

（
高
知
市
丸
の
内

1
－

7
－

4
5
）
 

令
和

４
年

度
に

活
動

し
た

こ
ど

も
た

ち
が

、
活

動
成

果
を

発
表

す
る

活
動

発
表

会
を

開
催

し

ま
す

。
当

日
は

、
活

動
団

体
の

こ
ど

も
た

ち
と

交
流

で
き

る
「

交
流

タ
イ

ム
」

を
設

け
る

予

定
で

す
。

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

は
、

フ
ァ

ン
ド

卒
業

生
や

、
サ

ポ
ー

ト
し

て
き

た
地

域
の

大
人

の

方
々

を
招

い
た

ト
ー

ク
シ

ョ
ー

を
実

施
し

、
「

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
こ

と
の

楽
し

さ
」

や
、

大

人
の

方
々

か
ら

「
ま

ち
の

こ
こ

良
く

な
っ

た
」

な
ど

を
お

話
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
 
02

 

こ
ど
も
審

査
員

 

同
世

代
を

 応
援
 
で
き
る
！

 
1
8
歳

（
高

校
３

年
生

）
ま

で
の

人
た

ち
が

主
体

と
な

っ
た

ま
ち

づ
く

り
活

動
に

お
金

 

を
出

し
て

応
援

す
る

か
ど

う
か

を
、

同
世

代
の

目
線

で
審

査
し

て
い

た
だ

き
ま

す
！

 

応
募
に

つ
い
て

下
記

①
～

③
へ

の
ご

出
席

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

①
事

前
研

修
会

・
事

前
審

査
会

令
和

５
年

６
月

1
1
日

(日
)（

予
定

）

②
公

開
審

査
会

令
和

５
年

６
月

1
8
日

(日
)（

予
定

）

③
活

動
発

表
会

 活
動

団
体

が
取
り
組

む
テ

ー
マ

に
つ
い
て

一
緒

に
学

ぶ
こ
と
が

で
き

ま
す

♪
 

楽
し
い

の
は
「
審
査
」
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
 

活
動

見
学

 

ス
タ

ッ
フ

 

と
し

て
 

 活
動
団
体

の
イ

ベ
ン

ト
な
ど
の

お
手

伝
い

も
で
き
ま

す
♪

 

※
お

申
込

み
は

事
務

局
ま

で
 

２
 

活
動

団
体

 

と
に

か
く

 行
動

 し
て
楽
し
む
！
 

応
募

条
件

 

①
高

校
３

年
生

ま
で

の
メ

ン
バ

ー
が

３
人

以
上

②
メ

ン
バ

ー
が

一
家

族
の

み
で

構
成

さ
れ

て
い

な
い

③
2
0
歳

以
上

の
大

人
サ

ポ
ー

タ
ー

が
２

人
以

上

活
動

期
間

※
下

記
期

間
に

実
施

す
る

活
動

が
助

成
対

象
に

な
り

ま
す

。
 

 令
和

５
年

７
月

～
令

和
６

年
２

月
末

 

自
分

た
ち

が
住

ん
で

い
る

地
域

や
学

校
の

ま
わ

り
を

、
も

っ
と

楽
し

く
て

、
 

ま
ち

の
だ

れ
か

が
喜

ん
で

く
れ

る
よ

う
な

活
動

を
募

集
し

ま
す

！
 

応
募
に

つ
い
て

審
査

方
法

①
書

類
審

査

②
公

開
審

査
（

公
開

プ
レ

ゼ
ン

）

下
記

①
・

②
へ

ご
出

席
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

①
公

開
審

査
会

 
令

和
５

年
６

月
1
8
日

(日
）

(予
定

）

②
活

動
発

表
会

 
令

和
６

年
３

月
2
0
日

(水
・

祝
)（

予
定

）

応
募
説
明
会
 

令
和

５
年

４
月

９
日

(日
) 

（
予

定
）

 

※
お

申
込

み
は

事
務

局
ま

で

防
災

 

交
流

 

美
化

 

食
 

応
募
は
こ
ち
ら
↓
 

応
募

条
件

（
下

記
①

・
②

を
満

た
す

方
）

※
令

和
５

年
４

月
１

日
時

点

①
高

知
市

に
住

ん
で

い
る

も
し

く
は

、
市

内
に

通
勤

・
通

学

さ
れ

て
い

る
方

②
小

学
４

年
生

か
ら

高
校

３
年

生
（

1
8
歳

以
下

）
の

方

※
条

件
に

当
て

は
ま

ら
な

い
場

合
で

も
申

込
み

で
き

る
場

合
が

 

 
 

あ
り

ま
す

の
で

事
務

局
へ

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
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令
和

４
年

1
0
月

3
0
日

（
日

）
、

鏡
川

緑
地

公
園

に
て

開
催

さ
れ

た

第
1
9
回

鏡
川

緑
地

公
園

イ
ベ

ン
ト

へ
ブ

ー
ス

出
店

し
た

こ
と

を
き

っ
か

け
に

、
1
1
月

６
日

（
日

）
・

2
0
日

（
日

）
に

実
施

し
た

清
掃

活
動

へ
イ

ベ
ン

ト
の

実
行

委
員

長
さ

ん
は

じ
め

、
地

域
の

方
々

が

参
加

し
て

く
れ

ま
し

た
。

そ
の

他
に

も
、

「
高

知
大

学
ス

ポ
ー

ツ

化
組

合
」

の
学

生
さ

ん
な

ど
様

々
な

方
の

参
加

が
あ

り
、

鏡
川

を

と
お

し
た

新
た

な
つ

な
が

り
が

生
ま

れ
て

い
ま

す
！

 

令
和

４
年

1
1
月

2
3
日

（
水

・
祝

）
、

熊
本

大
学

の
渡

邊
高

志
教

授
を

お
招

き
し

、
久

重
の

山
野

草
「

オ
ニ

タ
ビ

ラ
コ

」
を

使
っ

た

軟
膏

づ
く

り
を

実
施

し
、

有
用

植
物

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
学

び

ま
し

た
。

 

普
段

身
近

に
あ

る
山

野
草

を
薬

と
し

て
活

用
で

き
る

こ
と

を
知

っ

て
驚

く
と

と
も

に
、

自
然

の
恵

み
の

魅
力

に
気

づ
き

ま
し

た
。

 

文
旦

や
小

夏
を

入
れ

る
こ

と
で

、
効

用
が

あ
る

だ
け

で
な

く
、

い

い
匂

い
の

地
域

特
性

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

軟
膏

が
で

き
ま

し
た

！
 

 

令
和

４
年

1
2
月

1
7
日

（
土

）
、

三
世

代
交

流
施

設
「

ふ
ら

っ
と

旭
」

と
の

コ
ラ

ボ
イ

ベ
ン

ト
「

ケ
ー

キ
デ

コ
レ

ー
シ

ョ
ン

対

決
！

」
を

実
施

し
ま

し
た

。
用

意
さ

れ
て

あ
る

ス
ポ

ン
ジ

ケ
ー

キ

に
、

各
自

で
用

意
し

て
き

た
い

ち
ご

な
ど

の
果

物
や

チ
ョ

コ
レ

ー

ト
な

ど
の

お
菓

子
を

使
っ

て
、

装
飾

し
ま

し
た

。
イ

ベ
ン

ト
後

は
、

参
加

者
に

ケ
ー

キ
づ

く
り

の
感

想
や

「
旭

の
好

き
な

と
こ

ろ
」

に
つ

い
て

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

ま
し

た
！

 

３
 

令
和

４
年

1
2
月

1
8
日

（
日

）
、

丸
の

内
高

校
で

２
回

目
と

な
る

炊
き

出
し

活
動

を
実

施
し

、
校

内
生

徒
1
2
名

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

 

今
回

も
夏

の
炊

き
出

し
活

動
と

同
様

、
冬

の
各

家
庭

の
冷

蔵
庫

に

あ
り

そ
う

な
も

の
で

メ
ニ

ュ
ー

を
考

案
し

、
サ

ラ
ダ

、
五

目
卵

焼

き
、

お
茶

漬
け

、
お

味
噌

汁
を

作
っ

て
み

ん
な

で
美

味
し

く
食

べ

ま
し

た
。

 

炊
き

出
し

訓
練

の
後

は
、

さ
ん

す
い

防
災

研
究

所
の

山
﨑

水
紀

夫

さ
ん

に
、

避
難

所
運

営
（

H
U

G
）

ゲ
ー

ム
を

レ
ク

チ
ャ

ー
い

た
だ

き
、

避
難

所
で

置
き

得
る

状
況

と
適

切
な

対
応

に
つ

い
て

学
習

し

ま
し

た
！

 

不
要

に
な

っ
た

布
な

ど
を

自
分

た
ち

で
リ

サ
イ

ク
ル

し
た

ア
ッ

プ

サ
イ

ク
ル

商
品

を
、

1
0
月

の
第

1
9
回

鏡
川

緑
地

公
園

イ
ベ

ン
ト

と
お

び
さ

ん
マ

ル
シ

ェ
、

1
1
月

～
１

月
の

日
曜

市
で

計
４

回
販

売

活
動

を
実

施
し

て
き

た
と

こ
ろ

、
こ

れ
ま

で
合

計
９

万
１

千
7
0
0

円
の

売
上

げ
が

あ
り

ま
し

た
。

 

売
上

金
は

す
べ

て
生

理
用

品
の

購
入

に
充

て
、

２
月

中
に

こ
ど

も

食
堂

等
へ

寄
附

す
る

予
定

で
す

！
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